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＜消費水準＞ 増減率（％） 同（年率％） 増減率（％） 同（年率％）
消費全体 26.0 1.0 -3.1 -0.5
食料品 0.7 0.0 -5.6 -1.0
住居 17.8 0.7 -5.1 -0.9
光熱・水道 84.9 2.6 -0.3 0.0
家具・家事用品 46.0 1.6 2.6 0.4
被服・履物 -26.8 -1.3 -19.8 -3.6
保健・医療 56.9 1.9 5.9 1.0
交通・通信 147.5 3.9 17.1 2.7
教育 17.9 0.7 -2.0 -0.3
教養・娯楽 54.1 1.8 6.0 1.0
諸雑費 29.5 1.1 0.7 0.1

＜所得＞ 増減率（％） 同（年率％） 増減率（％） 同（年率％）
1人あたり実質可処分所得 63.9 2.1 -5.4 -0.9
1人あたり名目可処分所得 214.0 4.9 -8.1 -1.4

＜物価・相対価格＞ 増減率（％） 同（年率％） 増減率（％） 同（年率％）
消費者物価：総合 91.0 2.8 -2.9 -0.5
相対価格：食料品 -7.1 -0.3 -0.2 0.0
同：住居 25.2 1.0 3.0 0.5
同：光熱・水道 -7.4 -0.3 1.8 0.3
同：家具・家事用品 -37.7 -2.0 -14.4 -2.6
同：被服・履物 4.8 0.2 -5.7 -1.0
同：保健・医療 1.2 0.1 6.9 1.1
同：交通・通信 -8.6 -0.4 1.1 0.2
同：教育 107.3 3.1 9.0 1.5
同：教養・娯楽 -3.9 -0.2 -6.6 -1.1
同：諸雑費 8.3 0.3 5.1 0.8

1975年1月～1998年9月 1998年10月～2004年9月
（23.75年） （6年）
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上昇期 下降期 通期

階差OLS 46.843 44.057 46.739

水準OLS 195.744 88.258 41.331

階差OLS（ラグ） 28.879 87.609 28.552

水準OLS（ラグ） 152.336 204.831 33.272

上昇期 下降期 通期

階差OLS 0.000 0.000 0.000

水準OLS 0.000 0.000 0.000

階差OLS（ラグ） 0.000 0.000 0.000

水準OLS（ラグ） 0.000 0.000 0.000
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相対価格 消費 相対価格効果 解釈

住居 上昇期 上昇 増加 なし
相対価格効果は認められない

下降期 上昇 減少 なし

光熱・水道 上昇期 低下 増加 食料の4倍
①割安になって消費を増やしていたが、
割高になっても減らさない

下降期 上昇 減少 なし
②時代とともに、光熱・水道費の性格が
変化し、環境に影響を受けなくなった

家具・家事用品 上昇期 低下 増加 食料の4倍

下降期 低下 増加 食料と同程度

被服・履物 上昇期 上昇 減少 食料の2倍
①割高になって減らす効果があったが、
割安になっても増やす効果はない

下降期 低下 減少 なし
②以前は割高・割安に反応していたが、
近年は反応しなくなった

保健・医療 上昇期 上昇 増加 食料の7倍

下降期 上昇 増加 食料の1.5倍

交通・通信 上昇期 低下 増加 食料の2倍
相対価格効果は変化していない（一定程
度常に認められる）

下降期 上昇 増加 食料の2倍

教育 上昇期 上昇 増加 食料の3.5倍
以前から相対価格効果は大きかったが、
さらに拡大した

下降期 上昇 減少 食料の6倍

教養・娯楽 上昇期 低下 増加 なし

下降期 低下 増加 食料の10倍超

諸雑費 上昇期 上昇 増加 食料の8倍

下降期 上昇 増加 なし

割安になったからといって、消費を増や
すような性格は薄れた（割高になった経
験はないので、割高になっても影響を受
けにくいかどうか不明）

相対価格の上昇に対する反応が鈍くなっ
た（相対価格の下落は経験がないので、
相対価格下落の効果は不明）

割安になることで消費が増える効果はな
かったが、最近はその効果が非常に大き
い

相対価格の上昇に伴う消費抑制効果が大
きかったが、最近は割高になっても影響
はない
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＜消費水準指数＞ 1975:01～1998:09 1998:10～2004:09 1975:01～2004:09

上昇期 下降期 通期

消費全体 定常過程 定常過程 単位根あり

食料 単位根あり 定常過程 単位根あり

住居 定常過程 定常過程 単位根あり

光熱・水道 単位根あり 単位根あり 単位根あり

家具・家事用品 単位根あり 単位根あり 定常過程

被服・履物 単位根あり 定常過程 単位根あり

保健医療 定常過程 定常過程 単位根あり

交通・通信 定常過程 単位根あり 定常過程

教育 定常過程 定常過程 定常過程

教養娯楽 単位根あり 定常過程 単位根あり

諸雑費 単位根あり 定常過程 定常過程

＜相対価格＞ 1975:01～1998:09 1998:10～2004:09 1975:01～2004:09

上昇期 下降期 通期

総合：一般物価水準 定常過程 定常過程 定常過程

食料 定常過程 定常過程 定常過程

住居 定常過程 定常過程 単位根あり

光熱・水道 定常過程 定常過程 定常過程

家具・家事用品 定常過程 定常過程 単位根あり

被服・履物 定常過程 定常過程 定常過程

保健医療 定常過程 定常過程 単位根あり

交通・通信 定常過程 定常過程 定常過程

教育 単位根あり 定常過程 単位根あり

教養娯楽 単位根あり 定常過程 単位根あり

諸雑費 単位根あり 定常過程 単位根あり

＜所得関連指標＞ 1975:01～1998:09 1998:10～2004:09 1975:01～2004:09

上昇期 下降期 通期

1人あたり可処分所得 定常過程 定常過程 定常過程

1人あたり実質可処分所得 定常過程 定常過程 定常過程
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＜消費水準指数＞ 1975:01～1998:09 1998:10～2004:09

上昇期 下降期 上昇期 下降期

消費全体
食料 定常過程

住居

光熱・水道 単位根あり 単位根あり ラグ15で単位根棄却 ラグ延長、PPでも棄却不可（2次階差で定常）
家具・家事用品 定常過程 定常過程

被服・履物 単位根あり ラグ15で単位根棄却

保健医療
交通・通信 定常過程

教育

教養娯楽 単位根あり ラグ15で単位根棄却
諸雑費 単位根あり ラグ14で単位根棄却

＜相対価格＞ 1975:01～1998:09 1998:10～2004:09

上昇期 下降期 上昇期 下降期

総合：一般物価水準
食料

住居

光熱・水道
家具・家事用品

被服・履物

保健医療
交通・通信

教育 定常過程

教養娯楽 単位根あり 10％有意水準で単位根棄却
諸雑費 定常過程

＜所得関連指標＞ 1975:01～1998:09 1998:10～2004:09

上昇期 下降期

1人あたり可処分所得

1人あたり実質可処分所得
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Unrestricted Cointegration Rank Test (Trace)

Hypothesized Trace 0.05

No. of CE(s) Eigenvalue Statistic Critical Valu Prob.**

None 0.038586 10.74248 15.49471 0.2278

At most 1 1.02E-07 2.79E-05 3.841466 0.998

 Trace test indicates no cointegration at the 0.05 level

 * denotes rejection of the hypothesis at the 0.05 level

 **MacKinnon-Haug-Michelis (1999) p-values

Unrestricted Cointegration Rank Test (Maximum Eigenvalue)

Hypothesized Max-Eigen 0.05

No. of CE(s) Eigenvalue Statistic Critical Valu Prob.**

None 0.038586 10.74246 14.2646 0.1676

At most 1 1.02E-07 2.79E-05 3.841466 0.998

 Max-eigenvalue test indicates no cointegration at the 0.05 level

 * denotes rejection of the hypothesis at the 0.05 level

 **MacKinnon-Haug-Michelis (1999) p-values

 

Unrestricted Cointegration Rank Test (Trace)

Hypothesized Trace 0.05

No. of CE(s) Eigenvalue Statistic Critical ValueProb.**

None 0.033288 14.71069 15.49471 0.0654

At most 1 * 0.019831 5.46836 3.841466 0.0194

 Trace test indicates no cointegration at the 0.05 level

 * denotes rejection of the hypothesis at the 0.05 level

 **MacKinnon-Haug-Michelis (1999) p-values

Unrestricted Cointegration Rank Test (Maximum Eigenvalue)

Hypothesized Max-Eigen 0.05

No. of CE(s) Eigenvalue Statistic Critical ValueProb.**

None 0.033288 9.242328 14.2646 0.2665

At most 1 * 0.019831 5.46836 3.841466 0.0194

 Max-eigenvalue test indicates no cointegration at the 0.05 level

 * denotes rejection of the hypothesis at the 0.05 level

 **MacKinnon-Haug-Michelis (1999) p-values
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上昇期 下降期 通期

階差OLS 0.491 0.562 0.515

水準OLS 0.490 0.507 0.454

階差SUR 0.523 0.564 0.515

水準SUR 0.490 0.507 0.454

階差SUR（ラグ） 0.509 0.494 0.503

水準SUR（ラグ） 0.483 0.484 0.445

平均 0.498 0.520 0.481
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OLS：階差 OLS：水準 SUR：階差 SUR：水準 ラグSUR：階差 ラグSUR：水準 上昇期平均
消費全体 0.413 0.368 0.437 0.368 0.435 0.367 0.398

食料 0.162 ▲ 0.108 0.339 ▲ 0.107 0.347 ▲ 0.092 0.090

住居 0.296 0.000 0.295 0.000 0.306 0.132 0.171

光熱・水道 ▲ 0.478 0.000 ▲ 0.517 0.183 ▲ 0.443 0.260 0.000

家具・家事用品 0.683 0.553 0.713 0.543 0.722 0.579 0.632
被服・履物 1.250 0.000 1.240 ▲ 0.220 1.232 ▲ 0.453 0.508
保健医療 0.727 0.952 0.608 0.955 0.622 0.988 0.809
交通・通信 0.460 0.324 0.276 0.322 0.264 0.335 0.330

教育 0.464 0.947 0.418 0.942 0.414 0.908 0.682

教養娯楽 0.541 0.665 0.491 0.660 0.494 0.673 0.587

諸雑費 0.401 0.410 0.432 0.403 0.454 0.425 0.421

上昇期

OLS：階差 OLS：水準 SUR：階差 SUR：水準 ラグSUR：階差 ラグSUR：水準 下降期平均
消費全体 1.132 1.429 1.231 1.429 1.342 1.517 1.347

食料 1.683 2.015 0.652 1.986 0.531 2.183 1.508

住居 2.328 2.290 1.554 2.309 1.659 2.541 2.113

光熱・水道 0.000 0.000 5.104 0.000 4.904 0.000 1.668

家具・家事用品 0.000 0.000 ▲ 0.775 0.000 ▲ 0.804 0.000 ▲ 0.263

被服・履物 6.940 7.594 3.893 7.544 3.836 8.206 6.335

保健医療 0.557 0.560 2.130 0.560 1.807 0.000 0.936

交通・通信 ▲ 3.032 0.000 0.914 0.000 1.180 0.000 ▲ 0.156

教育 0.000 0.000 1.085 8.449 1.775 15.587 4.483

教養娯楽 ▲ 0.643 ▲ 1.004 ▲ 1.124 ▲ 0.992 ▲ 0.763 ▲ 0.607 ▲ 0.855

諸雑費 2.060 2.941 1.550 2.941 1.182 2.993 2.278

下降期

OLS：階差 OLS：水準 SUR：階差 SUR：水準 ラグSUR：階差 ラグSUR：水準 上昇期平均
消費全体 ▲ 0.349 ▲ 0.252 ▲ 0.351 ▲ 0.252 ▲ 0.364 ▲ 0.258 ▲ 0.304

食料 ▲ 0.132 0.206 ▲ 0.235 0.202 ▲ 0.276 0.162 ▲ 0.012

住居 ▲ 0.518 ▲ 0.443 ▲ 0.512 ▲ 0.453 ▲ 0.539 ▲ 0.527 ▲ 0.499

光熱・水道 1.475 0.658 1.076 0.634 0.965 0.497 0.884

家具・家事用品 ▲ 0.776 ▲ 0.464 ▲ 0.804 ▲ 0.459 ▲ 0.851 ▲ 0.513 ▲ 0.645
被服・履物 ▲ 2.194 0.000 ▲ 1.342 0.000 ▲ 1.385 0.373 ▲ 0.758
保健医療 ▲ 0.688 ▲ 1.083 ▲ 0.764 ▲ 1.089 ▲ 0.830 ▲ 1.164 ▲ 0.936
交通・通信 0.385 0.661 0.000 0.663 0.000 0.626 0.389

教育 ▲ 0.613 ▲ 0.719 ▲ 0.497 ▲ 0.720 ▲ 0.496 ▲ 0.667 ▲ 0.618

教養娯楽 ▲ 0.324 ▲ 0.470 ▲ 0.350 ▲ 0.461 ▲ 0.389 ▲ 0.493 ▲ 0.414

諸雑費 ▲ 0.167 ▲ 0.230 ▲ 0.172 ▲ 0.214 ▲ 0.214 ▲ 0.265 ▲ 0.210

上昇期

OLS：階差 OLS：水準 SUR：階差 SUR：水準 ラグSUR：階差 ラグSUR：水準 下降期平均
消費全体 ▲ 2.179 ▲ 2.948 ▲ 2.297 ▲ 2.948 ▲ 2.662 ▲ 3.210 ▲ 2.707

食料 ▲ 2.890 ▲ 3.710 ▲ 1.659 ▲ 3.639 ▲ 1.591 ▲ 4.133 ▲ 2.937

住居 ▲ 3.941 ▲ 3.380 ▲ 3.630 ▲ 3.376 ▲ 3.173 ▲ 3.201 ▲ 3.450

光熱・水道 0.000 1.789 ▲ 1.658 1.809 0.000 2.639 0.763

家具・家事用品 0.000 0.000 1.117 0.000 1.302 0.000 0.403

被服・履物 ▲ 14.335 ▲ 16.592 ▲ 8.760 ▲ 16.380 ▲ 9.483 ▲ 19.102 ▲ 14.109

保健医療 ▲ 3.544 ▲ 3.764 ▲ 4.868 ▲ 3.745 ▲ 4.074 ▲ 2.742 ▲ 3.789

交通・通信 4.169 0.000 3.284 ▲ 5.829 2.683 ▲ 8.333 ▲ 0.671

教育 0.000 ▲ 13.928 ▲ 7.390 ▲ 16.549 ▲ 8.566 ▲ 25.327 ▲ 11.960

教養娯楽 6.725 8.066 7.910 7.931 7.290 7.169 7.515

諸雑費 ▲ 4.393 ▲ 6.915 ▲ 3.551 ▲ 6.933 ▲ 3.491 ▲ 7.724 ▲ 5.501

下降期
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OLS：階差 OLS：水準 SUR：階差 SUR：水準 ラグSUR：階差 ラグSUR：水準 上昇期平均

食料 0.000 0.000 ▲ 0.227 0.040 ▲ 0.318 ▲ 0.037 ▲ 0.090

住居 0.727 1.795 0.773 1.769 0.619 1.651 1.222

光熱・水道 ▲ 0.507 ▲ 0.429 ▲ 0.363 ▲ 0.422 ▲ 0.329 ▲ 0.374 ▲ 0.404

家具・家事用品 ▲ 0.395 0.000 ▲ 0.895 ▲ 0.041 ▲ 0.851 0.000 ▲ 0.364

被服・履物 ▲ 1.443 0.000 ▲ 0.094 0.000 ▲ 0.135 0.447 ▲ 0.204

保健医療 ▲ 0.477 ▲ 0.610 ▲ 0.743 ▲ 0.624 ▲ 0.762 ▲ 0.687 ▲ 0.651

交通・通信 ▲ 0.403 ▲ 0.760 0.669 ▲ 0.762 0.611 ▲ 0.753 ▲ 0.233

教育 0.000 ▲ 0.465 ▲ 0.306 ▲ 0.455 ▲ 0.274 ▲ 0.447 ▲ 0.324

教養娯楽 0.348 0.000 0.230 0.000 0.146 ▲ 0.112 0.102

諸雑費 ▲ 0.897 ▲ 0.583 ▲ 0.878 ▲ 0.620 ▲ 0.816 ▲ 0.521 ▲ 0.719

上昇期

OLS：階差 OLS：水準 SUR：階差 SUR：水準 ラグSUR：階差 ラグSUR：水準 下降期平均
食料 ▲ 0.334 ▲ 0.553 0.182 ▲ 0.517 0.170 ▲ 0.724 ▲ 0.296

住居 1.010 1.460 0.233 1.516 0.924 2.320 1.244

光熱・水道 1.881 2.297 5.534 2.280 5.442 2.112 3.258

家具・家事用品 ▲ 0.201 ▲ 0.219 ▲ 0.616 ▲ 0.210 ▲ 0.611 ▲ 0.198 ▲ 0.342

被服・履物 0.893 1.218 ▲ 0.084 1.175 0.155 1.687 0.841

保健医療 0.000 ▲ 0.125 ▲ 0.934 ▲ 0.114 ▲ 1.102 ▲ 0.207 ▲ 0.414

交通・通信 0.000 0.000 5.873 ▲ 7.103 5.472 ▲ 8.455 ▲ 0.702

教育 ▲ 3.081 0.000 ▲ 7.296 0.000 ▲ 6.857 5.927 ▲ 1.884

教養娯楽 ▲ 3.005 ▲ 3.173 ▲ 3.449 ▲ 3.125 ▲ 3.658 ▲ 3.293 ▲ 3.284

諸雑費 1.027 0.884 1.599 0.871 1.646 0.443 1.079

下降期

F-statistic p-value Log LR p-value

階差OLS 7.621 0.000 22.526 0.000

水準OLS 327.840 0.000 476.788 0.000

階差OLS（ラグ） 162.125 0.000 309.567 0.000

水準OLS（ラグ） 4359.561 0.000 1295.751 0.000
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